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西
座

　
理
恵

　
提
出

　
学
位
申
請
論
文

　
　
『
民
間
伝
承
に
お
け
る
「
面
」
の
研
究
』
審
査
要
旨

　
　
　
　
　

論
文
の
内
容
の
要
旨

　
西
座
理
恵
の
学
位
申
請
論
文
「
民
間
伝
承
に
お
け
る
「
面
」
の
研
究
」
は
、「
面
」
を
取
り

上
げ
る
口
承
文
芸
や
文
芸
作
品
で
、「
面
」
が
ど
の
よ
う
な
役
割
や
機
能
を
果
た
し
、
意
味
づ

け
ら
れ
て
い
る
か
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
現
代
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
等
で
も
、
面
が
「
変

身
」
と
結
び
つ
き
、
そ
の
象
徴
と
し
て
記
号
化
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、
昔
話

「
肉
附
き
面
」
お
よ
び
近
世
期
の
文
芸
作
品
や
浄
瑠
璃
等
で
は
、
宗
教
者
に
救
済
さ
れ
て
面
が

は
ず
れ
る
一
方
、
伝
説
で
は
は
ず
れ
ず
鬼
と
化
す
も
の
も
あ
る
。
こ
う
し
た
「
面
」
の
機
能

の
違
い
が
ど
の
よ
う
な
法
則
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
を
、
昔
話
、
伝
説
、
文
芸
作
品
を
取
り

上
げ
追
究
し
て
い
く
。

　
最
初
の
「
先
行
研
究
と
研
究
の
特
色
」
で
は
、
研
究
内
容
の
立
場
や
視
点
を
明
ら
か
に
す
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る
た
め
、
「
面
」
に
か
か
わ
る
先
行
研
究
51
冊
を
八
項
目
に
わ
け
て
紹
介
し
、
本
稿
の
視
点
や

方
法
を
明
ら
か
に
す
る
。
本
論
文
の
構
成
は
、「
研
究
の
目
的
」
お
よ
び
「
先
行
研
究
」
に
続

き
、
第
一
部
「
昔
話
に
お
け
る
面
」、
第
二
部
「「
肉
附
面
」
モ
チ
ー
フ
の
生
成
と
変
容
」、
第

三
部
「
『
酒
呑
童
子
』
「
肉
附
面
」
の
新
展
開
」
の
三
部
に
分
け
、
第
一
部
を
四
章
、
第
二
部

を
三
章
、
第
三
部
を
五
章
立
て
と
し
、
都
合
十
二
本
の
論
文
を
配
置
す
る
。
口
承
文
芸
や
説
話
、

草
子
類
に
お
け
る
「
面
」
の
総
合
的
な
研
究
を
志
向
し
て
い
る
。

　
第
一
部
は
昔
話
に
お
け
る
「
面
」
の
追
究
で
、一
章
「
昔
話
「
肉
附
き
面
」
と
蓮
如
信
仰
」
で
は
、

昔
話
「
肉
附
き
面
」
を
取
り
上
げ
、伝
承
状
況
の
分
析
を
試
み
る
。
百
例
に
よ
る
「
構
成
要
素
表
」

に
基
づ
い
て
、
話
の
傾
向
と
地
域
分
布
の
分
析
を
行
な
う
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
浄
土
真
宗
の

濃
厚
な
地
域
で
は
寺
参
り
や
面
の
剥
離
に
蓮
如
の
影
響
な
ど
が
見
ら
れ
る
が
、
稀
薄
な
地
域

で
は
宗
教
色
が
薄
れ
、
嫁
姑
の
対
立
葛
藤
が
中
心
と
な
る
。
昔
話
が
現
実
生
活
を
強
く
反
映
し
、

寺
参
り
よ
り
も
姑
が
過
酷
な
労
働
を
課
す
こ
と
へ
の
反
発
が
底
流
に
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　
二
章
「
昔
話
「
肉
附
き
面
」
の
背
景
」
で
は
、
昔
話
の
歴
史
的
背
景
を
考
察
す
る
。
イ
ン

ド
の
仏
典
「
雑
宝
蔵
経
」
や
中
国
の
漢
籍
の
嫁
姑
の
葛
藤
譚
で
は
、
姑
が
加
害
者
と
な
る
話
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は
な
い
。
昔
話
に
は
仏
典
や
説
話
か
ら
の
翻
案
も
あ
る
が
、「
孝
行
」
を
基
調
と
し
て
姑
に
危

害
を
加
え
る
嫁
に
は
天
罰
が
く
だ
る
。
し
た
が
っ
て
姑
が
戒
め
ら
れ
る
昔
話
「
肉
附
き
面
」
は
、

仏
典
や
漢
籍
等
の
影
響
で
は
な
い
。
転
じ
て
「
嫁
威
し
」
を
流
布
さ
せ
た
近
世
期
の
『
二
十
四

輩
順
拝
図
会
』
や
幕
府
と
関
わ
り
深
い
『
官
刻
孝
義
録
』
を
も
と
に
、
嫁
の
仕
事
や
寺
参
り

の
状
況
を
検
討
す
る
と
、
近
世
の
女
人
講
等
で
日
常
的
に
寺
参
り
に
行
く
こ
と
は
な
い
。
嫁

姑
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
く
る
の
は
十
八
世
紀
初
め
ご
ろ
と
す
る
社
会
学
的
な
研
究
や
、
吉

崎
御
坊
に
関
す
る
歴
史
学
的
な
論
考
を
踏
ま
え
る
と
、
昔
話
「
肉
附
き
面
」
は
、
近
世
後
期

の
嫁
姑
の
対
立
を
反
映
し
た
内
容
で
あ
る
と
い
う
。
デ
ー
タ
に
も
と
づ
く
結
論
に
は
説
得
力

が
あ
る
。

　
三
章
の
「
昔
話
「
鬼
の
面
」
に
お
け
る
「
鬼
面
」
の
呪
力
」
で
は
、「
鬼
の
面
」
を
被
っ
た

者
が
、
博
打
打
ち
や
盗
賊
を
「
面
」
を
ト
リ
ッ
ク
に
用
い
て
脅
か
し
て
金
銭
を
手
に
入
れ
る

な
ど
、
笑
話
化
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
、
類
話
が
『
法
華
経
直
談
鈔
』
や
『
直
談
因
縁
集
』

な
ど
に
あ
り
、
山
中
で
猿
楽
者
が
暖
を
取
ろ
う
と
し
て
衣
装
や
面
を
付
け
た
の
を
周
囲
が
鬼

と
勘
違
い
し
、
共
に
逃
げ
る
と
い
っ
た
結
末
で
あ
る
。
初
出
の
『
百
喩
経
』
で
は
衣
装
を
着
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け
て
鬼
と
勘
違
い
さ
れ
る
が
、
面
を
付
け
る
こ
と
は
な
い
。
天
台
宗
系
の
文
献
に
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
「
摩
多
羅
神
」
の
祭
礼
も
関
連
し
、
招
福
性
に
重
点
が
置
か
れ
る
。
昔
話
「
鬼
の

面
」
を
歴
史
的
文
献
と
の
把
握
に
対
し
、次
章
で
は
現
在
の
地
理
的
環
境
に
お
け
る
「
鬼
の
面
」

の
分
析
へ
と
進
む
。

　
四
章
「
昔
話
「
鬼
の
面
」
の
伝
播
と
背
景
」
で
は
、昔
話
「
鬼
の
面
」
の
伝
承
状
況
を
示
し
、

続
い
て
「
愚
息
型
」
と
「
孝
女
型
」
の
サ
ブ
タ
イ
プ
に
つ
い
て
考
察
す
る
。「
愚
息
型
」
は
中

国
地
方
の
山
間
部
に
集
中
し
て
分
布
す
る
。
主
人
公
が
山
間
部
か
ら
町
に
正
月
の
買
出
し
で
、

実
用
的
価
値
の
な
い
鬼
面
を
買
う
こ
と
か
ら
始
ま
る
「
愚
息
型
」
に
は
、
山
間
地
と
町
場
と

往
来
す
る
行
商
人
の
伝
播
が
想
定
さ
れ
る
と
い
う
。
商
品
経
済
が
僻
村
ま
で
浸
透
し
て
く
る

時
代
性
は
、
「
愚
か
村
」
話
と
共
通
す
る
。

　
一
方
、
「
孝
女
型
」
は
奉
公
人
の
女
性
の
孝
行
譚
で
、
女
児
名
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
絵
本

な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
流
布
も
影
響
し
て
い
る
と
。
両
タ
イ
プ
の
背
景
に
は
、
貨
幣
経
済

が
村
々
に
浸
透
し
、
町
場
と
山
間
部
と
の
生
活
格
差
、
奉
公
や
女
子
の
出
稼
ぎ
と
い
っ
た
社

会
状
況
、
経
済
格
差
な
ど
の
問
題
が
反
映
し
て
い
る
と
い
う
分
析
は
的
確
で
あ
る
。
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第
二
部
は
伝
説
に
お
け
る
「
面
」
に
焦
点
を
当
て
、
一
章
「「
肉
附
き
面
」
モ
チ
ー
フ
の
変
容
」

で
は
、「
肉
附
き
面
」
モ
チ
ー
フ
の
多
様
性
を
問
題
に
す
る
。『
福
井
県
大
野
郡
誌
』「
村
誌
稿
」

に
載
る
伝
説
は
、
一
向
一
揆
に
よ
る
平
泉
寺
の
滅
亡
の
際
、
盗
ん
だ
面
が
顔
か
ら
離
れ
な
く

な
る
と
い
う
宗
教
色
の
強
い
話
で
あ
る
。
近
世
の
文
芸
作
品
の
「
肉
附
き
面
」
で
は
、
女
性

の
顔
か
ら
離
れ
な
く
な
る
と
い
う
話
が
あ
り
、
柳
田
國
男
は
祭
礼
に
お
い
て
少
女
が
仮
面
を

付
け
て
水
の
神
に
扮
す
る
と
い
う
信
仰
面
か
ら
解
釈
す
る
が
、
た
だ
取
り
上
げ
る
事
例
と
の

整
合
性
に
欠
け
る
。
「
肉
附
き
面
」
モ
チ
ー
フ
に
は
、
女
性
の
嫉
妬
や
内
面
の
醜
さ
と
い
っ
た

点
か
ら
の
考
察
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
る
。

　
二
章
「
白
馬
村
の
「
七
道
の
面
」
伝
説
」
は
、
長
野
県
白
馬
村
の
「
切
久
保
諏
訪
神
社
」

の
七
道
祭
に
ち
な
む
「
お
か
る
」
の
伝
説
で
あ
る
。
お
か
る
は
神
社
所
有
の
面
を
被
り
姑
を

脅
か
そ
う
と
し
て
は
ず
れ
な
く
な
り
、
山
に
籠
る
。
同
種
の
伝
説
を
『
小
谷
口
碑
集
』
や
『
小

谷
四
ケ
庄
傳
説
集
』
、
『
北
安
曇
郡
郷
土
誌
稿
』
な
ど
と
比
較
、
検
討
す
る
。
北
安
曇
郡
周
辺

に
は
山
の
姥
神
の
伝
説
も
多
く
、
女
性
を
忌
避
す
る
と
こ
ろ
に
共
通
性
が
あ
る
。「
お
か
る
」

の
伝
説
の
背
景
に
は
女
性
と
祭
礼
の
面
と
の
関
係
を
忌
む
意
味
合
い
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
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う
推
測
を
述
べ
る
。

　
三
章
「
「
肉
附
き
面
」
モ
チ
ー
フ
の
多
義
性
」
で
は
、
前
章
の
「
お
か
る
」
の
伝
説
を
さ

ら
に
敷
衍
さ
せ
る
形
で
、
女
性
と
面
を
山
の
神
信
仰
と
関
係
づ
け
て
考
察
す
る
。
日
本
で
は

山
の
神
を
女
性
と
す
る
地
域
が
多
く
、
そ
の
た
め
山
の
神
の
祭
礼
に
女
性
が
参
加
す
る
の
を

禁
じ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
切
久
保
諏
訪
神
社
の
「
七
道
祭
」
の
伝
説
や
、
新
潟
県
弥
彦

神
社
の
大
大
神
楽
な
ど
、
山
の
女
神
に
関
わ
る
祭
礼
で
は
女
性
が
面
を
付
け
る
こ
と
を
厳
し

く
禁
じ
て
い
る
。
近
世
期
の
文
芸
作
品
で
あ
る
『
磯
崎
』
を
、
こ
う
し
た
民
間
伝
承
を
踏
ま

え
る
と
、
磯
崎
で
面
を
被
る
女
性
が
「
山
の
神
」
の
よ
う
に
醜
悪
で
嫉
妬
深
く
、
色
好
み
と

い
う
特
徴
が
明
ら
か
に
な
る
。「
肉
附
き
面
」
モ
チ
ー
フ
の
背
景
に
は
、
女
性
と
祭
礼
、「
面
」

に
ま
つ
わ
る
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
問
題
が
内
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
第
三
部
の
一
章
「
新
潟
の
「
酒
呑
童
子
」
伝
説
」
は
、国
上
寺
に
伝
わ
る
「
酒
呑
童
子
」
伝
説
が
、

「
肉
附
き
面
」
モ
チ
ー
フ
で
は
な
く
顔
が
鬼
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
鬼
へ
の
変
化

モ
チ
ー
フ
は
仏
教
説
話
の
妬
婦
譚
に
多
い
が
、
関
東
以
北
の
「
酒
呑
童
子
」
伝
説
も
同
様
で

あ
る
と
い
う
。
国
上
寺
の
「
酒
呑
童
子
」
伝
説
で
は
、
外
道
丸
が
国
上
寺
の
稚
児
で
、
弥
彦
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神
社
の
「
大
大
神
楽
」
を
舞
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
近
世
期
の
国
上
寺
と
弥
彦
神
社
の
関
係

か
ら
分
析
し
て
い
く
。
ま
た
、
近
世
初
期
の
「
酒
呑
童
子
」
絵
巻
や
、
古
浄
瑠
璃
の
「
酒
呑

童
子
」
な
ど
が
、
国
上
寺
の
「
酒
呑
童
子
」
伝
説
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
考
察
し
て
い
る
。

二
章
「
関
東
以
北
の
「
酒
呑
童
子
」
伝
説
」
と
「
肉
附
き
面
」」
で
は
、
関
東
以
北
に
伝
わ
る

「
酒
呑
童
子
」
伝
説
を
、
古
浄
瑠
璃
や
物
語
と
一
致
す
る
も
の
、
子
ど
も
時
代
が
「
鉄
人
」
の

要
素
が
あ
る
も
の
、
恋
愛
と
の
関
係
で
顔
が
鬼
に
変
化
す
る
も
の
三
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
関
係
や
成
立
の
事
情
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
三
章
「
「
酒
呑
童
子
」
伝
説
と
鉄
砲
・
金
属
産
業
の
信
仰
」
は
、
吉
田
綱
富
『
童
子
百
物
か

た
り
』
の
記
事
か
ら
伝
説
の
伝
播
を
問
題
に
す
る
。
記
述
者
の
吉
田
の
先
祖
が
、
米
沢
藩
で

鉄
砲
の
技
術
に
携
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
の
経
緯
を
辿
る
と
、
長
野
県
の
高
井
地
方
の

山
中
で
、
狩
猟
な
ど
を
し
て
い
た
頃
、
地
侍
や
修
験
な
ど
か
ら
鉄
砲
の
火
器
を
取
り
扱
う
技

術
を
習
得
し
、
戦
国
大
名
の
武
田
家
や
上
杉
家
と
も
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
る
。
直
江
兼
続
の
本
拠
地
で
あ
る
新
潟
県
長
岡
市
与
板
町
は
鍛
冶
師
の
活
動
が
盛
ん
で

あ
り
、
鍛
冶
の
職
種
が
酒
天
童
子
の
伝
説
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
伝
播
に
も
関
わ
っ
て
い
る
こ
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と
を
指
摘
す
る
。

　
四
章
「
お
伽
草
子
『
伊
吹
山
酒
典
童
子
』
と
神
事
芸
能
の
「
面
」」
は
、『
伊
吹
山
酒
典
童
子
』

に
お
け
る
面
を
、
伊
吹
山
山
麓
の
雨
乞
い
習
俗
と
「
面
打
ち
」
を
視
野
に
置
い
て
考
察
す
る
。

伊
吹
山
は
修
験
道
の
霊
場
で
あ
る
と
と
も
に
水
分
の
山
で
も
あ
り
、
林
羅
山
『
本
朝
神
社
考
』

は
、
祭
神
の
伊
吹
大
明
神
は
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
で
あ
る
と
記
す
。
ま
た
、
こ
の
地
域
は
木
地

師
の
本
拠
地
で
も
あ
り
、
木
地
師
は
面
打
ち
も
行
っ
て
い
た
。
水
害
を
も
た
ら
す
荒
ぶ
る
神

ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
退
治
の
神
話
と
、
伊
吹
大
明
神
の
子
で
あ
る
酒
典
童
子
の
「
肉
附
き
面
」

の
構
成
と
関
係
づ
け
て
解
釈
す
る
。「
面
」
を
多
面
的
に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
意
図
は
が
見
ら

れ
る
。

　
五
章
「
作
品
「
ひ
よ
つ
と
こ
」
の
「
面
」
の
解
釈
」
は
、
芥
川
龍
之
介
の
「
ひ
よ
つ
と
こ
」

を
取
り
上
げ
、
江
戸
期
の
「
面
」
を
め
ぐ
る
怪
異
的
な
精
神
性
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
近

代
の
自
意
識
や
人
格
の
多
面
性
と
い
っ
た
問
題
と
対
比
さ
せ
て
「
面
」
の
怪
異
的
な
側
面
と

人
間
の
不
可
解
な
精
神
性
と
を
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
、「
ひ
よ
つ
と
こ
」
の
近

代
的
な
面
の
意
義
が
あ
る
と
解
釈
す
る
。
象
徴
性
を
含
ん
だ
「
面
」
へ
の
新
た
な
視
点
と
い
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え
る
。

　
結
論
で
は
、
全
十
二
編
の
論
文
の
内
容
を
振
り
返
り
、
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
点
、
課

題
点
な
ど
を
簡
潔
に
ま
と
め
、「
面
」
の
も
つ
意
義
を
再
確
認
す
る
。
女
性
の
「
嫉
妬
」
や
「
女

性
変
化
」
の
問
題
を
、
社
会
文
化
史
の
流
れ
に
位
置
づ
け
、「
肉
附
き
面
」
モ
チ
ー
フ
の
出
現

の
時
期
や
文
芸
と
の
影
響
関
係
な
ど
、
生
成
と
変
容
の
過
程
を
示
す
。

　
　
　
　
　
論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　
本
論
文
は
、
日
本
の
口
承
文
芸
や
説
話
・
草
子
類
な
ど
の
文
芸
に
お
い
て
、「
面
」
が
ど
の

よ
う
な
役
割
を
も
っ
て
扱
わ
れ
、
機
能
し
て
い
る
か
を
具
体
的
、
個
別
的
に
事
例
に
も
と
づ

い
て
精
査
し
、
面
の
も
つ
意
味
を
総
合
的
に
追
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
成
果
を
示
す
方

法
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
面
」
の
研
究
を
丹
念
に
調
べ
、
そ
れ
を
自
説
の
た
め
の
客
観
性

の
担
保
と
し
、
論
証
の
補
強
に
用
い
る
。
そ
こ
か
ら
対
象
と
な
る
民
間
伝
承
や
文
献
資
料
を

広
く
収
集
し
て
比
較
分
析
の
材
料
と
す
る
。
問
題
追
究
の
中
心
は
、「
面
」
が
口
承
あ
る
い
は
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文
芸
に
お
け
る
話
の
世
界
で
の
テ
ー
マ
構
築
で
果
た
す
役
割
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
面
」
の
ど

の
よ
う
な
機
能
、
性
質
に
も
と
づ
い
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
物
語
構
成

上
の
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
「
面
」
を
物
語
技
巧
の
上
の
分
析
に
と
ど
ま
ら
ず
、
発
想
の
根
拠
を

日
常
世
界
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
総
合
的
に
追
究
す
る
と
い
う
問
題
意
識
の
鮮
明
な
研
究
と
い

え
る
。

　
そ
の
研
究
の
具
体
的
な
結
果
を
本
書
の
中
か
ら
引
用
す
る
と
、「「
酒
呑
童
子
」、
嫁
の
姑
お

ど
し
、
女
性
忌
避
の
文
脈
に
あ
る
、
は
ず
れ
な
い
面
は
、
は
ず
さ
れ
る
面
の
後
に
登
場
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
嫁
お
ど
し
」
の
「
肉
附
き
面
」
に
関
し
て
は
、
葛
藤
の
パ
タ
ー

ン
が
嫁
姑
よ
り
も
正
妻
と
後
妻
の
方
が
古
い
」
と
、
物
語
構
成
の
趣
向
に
つ
い
て
の
歴
史
的

展
開
を
位
置
づ
け
る
。
そ
う
し
た
話
に
お
け
る
「
面
」
の
役
割
が
、
悪
霊
退
散
や
御
霊
鎮
め

か
ら
「
神
楽
や
延
年
に
お
い
て
人
が
面
を
付
け
る
の
は
、
生
身
の
人
間
の
姿
で
は
荒
ぶ
る
神

や
精
霊
と
対
峙
で
き
な
い
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
近
世
の
文
芸
作
品
に
は
、

自
分
の
身
を
隠
す
意
味
合
い
で
用
い
る
面
も
多
く
み
ら
れ
る
。
面
の
機
能
が
人
で
は
な
い
何

か
に
扮
す
る
た
め
の
も
の
な
ら
、
そ
れ
を
用
い
る
相
手
も
ま
た
人
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
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人
が
面
を
付
け
る
の
は
、
霊
力
を
具
え
る
必
要
が
あ
り
、
自
身
を
悟
ら
れ
な
い
よ
う
身
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら
、「
肉
附
き
面
」
と
い
う
表

現
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
お
ど
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
面
は
人
を
相
手
に
用
い
る
も
の
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」（「
結
論
」）
と
、
面
の
機
能
と
話
の
世
界
に
お
け
る

倫
理
的
規
範
へ
と
一
般
化
し
て
結
論
づ
け
る
。

　
「
面
」
を
個
別
、
具
体
的
な
事
例
か
ら
一
般
的
な
社
会
倫
理
の
法
則
へ
と
結
び
つ
け
る
点
は
、

説
得
力
が
あ
り
鮮
や
か
な
手
法
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
や
研
究
の
成
果
は
、
少

な
く
と
も
こ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
当
該
論
文
の
独
自
性
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

　
続
い
て
、
当
該
論
文
の
審
査
内
容
の
是
非
に
つ
い
て
述
べ
る
。
本
論
文
の
評
価
す
べ
き
点

は
、
次
の
三
点
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
第
一
は
、「
研
究
対
象
の
先
駆
性
」
で
あ

る
。
面
を
「
仮
面
」
と
置
き
換
え
る
と
、こ
れ
ま
で
祭
祀
や
芸
能
、演
劇
な
ど
と
い
っ
た
諸
ジ
ャ

ン
ル
か
ら
の
文
化
論
や
芸
術
と
し
て
の
研
究
は
多
数
あ
る
。
し
か
し
、
本
論
文
が
志
向
す
る

話
や
物
語
の
世
界
に
お
け
る
「
面
」
の
追
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
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本
論
文
の
先
行
研
究
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
中
で
も
、
「
肉
附
き
面
」
の
研
究
で
は
藤

島
秀
隆
の
も
の
が
唯
一
と
い
え
る
。
そ
の
藤
島
も
北
陸
の
事
例
に
限
り
、
仏
僧
の
伝
播
と

い
っ
た
点
に
限
ら
れ
た
も
の
で
、
全
体
像
に
は
遠
く
及
ば
な
い
。
御
伽
草
子
の
「
酒
呑
童
子
」

や
「
磯
崎
」
は
国
文
学
研
究
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
民
間
伝
承
と
の

異
同
や
比
較
と
い
っ
た
論
究
は
見
あ
た
ら
な
い
。
ま
し
て
昔
話
「
鬼
の
面
」
に
つ
い
て
は
、

専
門
的
辞
書
の
項
目
に
す
ら
さ
え
な
い
状
況
で
、
伝
説
の
「
肉
附
き
面
」
ま
で
取
り
上
げ

る
な
ど
、
民
間
伝
承
の
話
の
世
界
に
お
け
る
多
様
な
「
面
」
の
機
能
に
つ
い
て
、
積
極
的

に
掘
り
下
げ
、
分
析
、
考
察
を
加
え
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
研
究
が
手
薄
で
未
開
拓
の
部

分
に
果
敢
に
挑
み
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
、
体
系
立
っ
た
本
論
文
に
お
け
る
研
究
成

果
は
大
い
に
評
価
で
き
る
。

　
第
二
は
、
研
究
目
的
の
視
座
で
あ
る
。「
面
」
を
通
し
て
見
え
て
く
る
話
や
物
語
の
奥
深
さ

を
適
確
に
提
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
話
型
や
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
面
の
機
能

の
背
景
に
あ
る
生
活
や
人
間
模
様
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
そ
れ
を
語
り
の
場
に
戻
し
て
分
析
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
昔
話
「
肉
附
き
面
」
が
蓮
如
の
説
教
話
と
し
て
伝
播
さ
れ
て
き
た
と
い
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う
通
説
を
、
仔
細
に
伝
承
事
例
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
宗
教
色
よ
り
も
現
実
の
嫁
姑
の
葛
藤

が
面
に
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
嫁
姑
の
葛
藤
は
、
江
戸
後
期
の
幕
府
の

『
官
刻
孝
義
録
』
の
背
景
に
あ
る
現
実
で
、
し
だ
い
に
嫁
姑
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
く
る
日
本

の
農
村
の
実
態
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
察
は
適
切
で
あ
る
。「
面
」
を
め
ぐ
る
葛
藤

を
、
話
の
テ
ー
マ
と
の
関
連
か
ら
解
釈
す
る
一
般
的
な
理
解
を
越
え
て
、
時
代
や
民
俗
、
生

活
を
含
め
た
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
な
手
法
を
用
い
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
方
法
は
学
ぶ
価
値

が
あ
る
。

　
第
三
は
、
「
研
究
方
法
の
強
靭
さ
」
で
あ
る
。
帰
納
法
的
な
方
法
を
用
い
な
が
ら
も
、
先
行

す
る
研
究
を
貪
欲
な
ま
で
に
取
り
込
ん
で
論
述
へ
と
血
肉
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本

論
文
に
は
十
二
本
の
論
考
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
七
つ
の
表
が
用
い
ら
れ
、
各
表
に
お
け
る

多
寡
の
違
い
は
あ
る
が
、
四
百
近
い
事
例
を
分
析
材
料
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
、
帰
納
法
的
、

客
観
性
に
立
脚
し
た
方
法
で
あ
る
。
一
方
で
、「
先
行
研
究
」
で
紹
介
す
る
多
く
の
研
究
書
を

下
敷
き
に
し
て
、
独
善
に
な
ら
な
い
配
慮
を
持
っ
て
意
見
や
結
論
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
同
時
に
、
常
識
や
権
威
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
主
体
的
な
立
場
か
ら
数
量
化
、
相
対
化
す

07 西座理恵先生.indd   13 2021/02/04   14:01:39



－ 15 － － 14 －

る
方
法
に
貫
か
れ
て
い
る
。
本
論
文
は
こ
う
し
た
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
る
研
究
姿
勢
、
学
問
研

究
へ
の
好
奇
心
、
探
究
心
に
満
ち
て
い
る
と
い
え
る
。

　
次
に
、
課
題
と
す
べ
き
点
を
上
げ
る
と
す
る
と
、「
諸
刃
の
剣
」
の
た
と
え
で
は
な
い
が
、

評
価
の
部
分
が
欠
点
を
含
む
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
の
「
先
駆
性
」
は
、
独
自

の
開
拓
分
野
で
あ
る
た
め
に
、
相
対
化
す
る
も
の
に
乏
し
い
点
、
私
的
な
解
釈
に
陥
り
や
す

い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
全
体
的
に
は
水
準
に
達
し
て
い
る
が
、
論
文
間
に
玉
石
混
交
が
見

ら
れ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
の
個
々
の
指
摘
は
執
筆
者
が
よ
く
知
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、
く
ど
く
ど
挙
げ
な
い
が
時
間
を
か
け
て
修
正
し
完
成
さ
せ
て
欲
し
い
。

　
第
二
の
「
視
座
」
で
は
、
自
由
で
独
自
な
発
想
、
着
眼
点
は
、
幅
広
い
研
究
の
蓄
積
に
も

と
づ
く
も
の
で
、
豊
富
な
研
究
歴
に
裏
付
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、
奇
を
衒
う
形
の
詐
術
に
陥
り

や
す
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ま
ず
は
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
研
究
を
基
本
に
し
な
が
ら
、
斬

新
で
多
面
的
な
問
題
意
識
を
堅
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
三
番
目
の
「
強
靭
さ
」
は
「
視
座
」
と
も
関
係
す
る
が
、
本
論
文
の
基
調
は
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
に
比
重
が
置
か
れ
て
い
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
成
果
も
多
く
取
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り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
決
し
て
多
い
と
は
い
え
な
い
し
、
そ
れ
か
ら
の
発
想
や
発
言
は
限
ら

れ
て
い
る
。
口
承
文
芸
研
究
は
、「
実
感
実
証
の
学
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
自
分
の
足
と
体

を
使
っ
て
対
象
に
肉
薄
し
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
特
に
庶
民
の
話
の
世
界
と
い
う
特
殊

性
を
把
捉
す
る
場
合
に
は
欠
か
せ
な
い
方
法
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
長
い
研
究
に
随
伴
す

る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
で
示
し
て
欲
し
い
。

　
い
く
ぶ
ん
教
戒
的
な
課
題
、
難
点
の
指
摘
と
な
っ
た
が
、
今
後
の
さ
ら
な
る
研
究
の
進
化

へ
の
期
待
で
あ
っ
て
も
、
本
論
文
の
成
果
を
貶
め
る
も
の
で
は
な
い
。
本
論
文
の
提
出
者
の

西
座
理
恵
は
学
位(

文
学)
に
学
位
を
授
与
す
る
に
十
分
な
資
格
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　
令
和
二
年
十
二
月
十
二
日

主
　
査
　
　
國
學
院
大
學
教
授
　
　
花
　
部
　
英
　
雄
　
㊞
　

副
　
査
　
　
國
學
院
大
學
教
授
　
　
飯
　
倉
　
義
　
之
　
㊞
　

副
　
査
　
　
高
千
穂
大
学
教
授
　
　
立
　
石
　
展
　
大
　
㊞
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西
座

　
理
恵

　
学
力
確
認
の
結
果
の
要
旨

　
左
記
三
名
が
各
専
門
分
野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
力
確
認
の
試
験
を
行
っ
た
結
果
、博
士
（
文
学
）

の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
学
力
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
令
和
二
年
十
二
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
学
力
確
認
担
当
者主

　
査
　
　
國
學
院
大
學
教
授
　
　
花
　
部
　
英
　
雄
　
㊞
　

副
　
査
　
　
國
學
院
大
學
教
授
　
　
飯
　
倉
　
義
　
之
　
㊞
　

副
　
査
　
　
高
千
穂
大
学
教
授
　
　
立
　
石
　
展
　
大
　
㊞
　

07 西座理恵先生.indd   16 2021/02/04   14:01:39


